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活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の

実
現
を
目
指
し
て

上
田
市
長

永

野

裕

貞

践
ん
で
続
完
の
ご
あ
い
さ
つ
を
小
し

k
げ
ま
す

と
と
む
ぺ
市
民
の
符
織
の
ご
多
事
と
、
ご
州開
成

を
心
か
ら
お
恒
例
リ
申
し
上
げ
ま
す
。

き
て
、
昨
年
は
、
昭
和
か
ら
平
成
に
と
一
川
サ
も

改
ま
り
、
新
時
代
の
等
明
け
が
告
げ
ら
れ
た
駁
史

的
に
意
義
あ
る
年
で
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
に
と
り
ま
し
て
む
市
制
七
ト
周
年

と
い
う
、
大
き
な
節
目
の
年
に
当
た
り
、
こ
れ
を

記
念
し
て
段
々
の
イ
ベ
ン
ト
や
、
記
念
切
業
が
川

月
か
ら
勾
・
八
か
月
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
札
、

多
く
の
符
械
ん
の
ご
協
力
の
も
と
ド
捕
り
な
く
終

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
・
ま
ち
の
活
性
化
に
大

き
な
役
訓
を
来
た
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
・
こ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
川
区
に
拡
大
し
‘
本
市
の
限
り
な

い
党
燥
に
力
強
〈
鮎
ぴ
付
け
て
ま
い
り
た
い
と
m
b

い
ま
す
.

刊
に
、
今
、

b
L
川
市
が
掲
げ
る
七
銭
版
刷
は
、

内
法
交
泌
化
時
代
に
偽
え
て
市
'
街
地
的
山
川
開
先
や
、

刈
茸
め
日
出
佐
川
化
を
閃
リ
、
能
力
あ
る
ま
ら
づ
く
り

を
み
ぐ
こ
と
で
あ
リ
、
浅
川
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
榊
必

に
必
づ
〈
上
川
リ
サ
ー
チ
パ

1
ク
の
他
設
会
促
泌

し
、
印
刷
力
あ
る
ま
ち
づ
く
リ
の
尖
吸
を
日
指
す
こ

と
で
ん
リ
ま
す
.

ま
た
.
高
齢
化
礼
会
の
仙
W
M
円
余
暇
時
間
の

m

大
、
価
枯
肌
山
訟
の
多
様
化
な
ど
と
い
っ
た
時
代
の
必

政
に
応
え
、
暮
ら
し
の
快
適
さ
や
、
心
の
盟
か
さ

が
悠
ヒ
ら
れ
る
、
め
た
た
か
い
心
が
ふ
れ
あ
う
福

祉
の
ま
ち
づ
く
リ
ち
、
二
十
一
世
紀
を
見
鋸
え
た

ま
ち
づ
く
り
に
欠
か
せ
ぬ
も
の
で
あ
リ
ま
す
・

こ

れ
か
ら
も
、
管
様
万
と
カ
を
合
わ
せ
、
よ
リ
よ
い

ま
ち
づ
く
り
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
.
一
一
府
の
よ
立
銭
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
年
凶

の
ζ
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
・

明
け
注
し
て
お
め
で
と
う
J
ぎ
い
主
す
ω

年
凶
に
あ
た
リ
、
上
川
市
挑
ん
以
色
代
H
K
い
た
し

ま
し
て
、
市
民
的
地
H

般
の
ご
位
以
と
ご
多
宇
合ト
U

Mm
リ
山
中
し
ト
.
げ

t
す
と
と
も
ド
、
が
み
山
此
い
附

し
て
加
憎
か
い
ご

m
Mと
絶
大
な
る
ご
協
h
M
を
似
り

心
か
・
り
わ
判
礼
を
巾
し
上
け
ま
す

3

昨
叶
布
?
を
顧
み
ま
す
と
、
激
励
の

1

附
和
』
が
鮮

を
閉
じ
、

J
r
初
の
願
い
を
託
す
「
J
V
成
』
と
な
リ

f 
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志
し
た
・

M
際
的
に
は
米
欧
の
出
品
川
市
、
ベ
ル
リ
ン

の
恨
の
川
政
、
天
安
門
市
件
"
山
内
で
は
谷
悦
院

選
市
で
の
山
H
民
党
の
敗
北
、
む
臨
院
で
の
刑
判
制
悦

山崎
d.法
幾
何
決
な
ど
叡
動
ず
る
礼
叫
ん
ぷ
似
勢
下
に
総

O
T

い
れt
し
ま
し
た
・
一

万
、
九
十
巾
で
は
市
制
ぬ
行

じ
ト
吋
作
を
迎
え
て
、
同
綿
々
な
記
念
行
併
が
間
似

さ
れ
大
変
立
縫
押
怖
い
忽
い
山
山
に
伐
る
川
γ
成
厄
年
で

あ
り
ま
し
た
・



さ
て
、
今
年
を
雄
常
し
ま
す
と
き
、
か
つ
て
の

向
山
純
一
例
成
氏
時
代
か
ら
知
的
側
怖
例
巡
の
ソ
フ

ト
純
情
の
時
代
へ
移
行
し
て
い
ま
す
.
ま
た
、
川

際
化
、
仙
制
限
化
、
心
的
紛
化
な
ど
の
紛
た
な
時
代
の

長
期
基
本
構
想
を
基
に

合年iさ午年

上
田
市
議
会
議
長

到
来
に
即
応
し
、
明
日
ま
し
い
成
熟
社
会
の
尖
現
に

向
っ
て
、
地
万
円
治
体
の
旧
制
た
す
役
訓
は
大
変
柄
引

火
に
な
っ
て
米
て
お
リ
ま
す
。

当
市
に
お
い
て
は
、
鍬
し
い
財
政
状
況
の
折
、

ま
た
、
行
政
需
要
は
ま
す
ま
す
縦
維
多
様
化
す
る

な
ど
、
一
誠
に
容
易
な
ら
ざ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

長
期
基
本
構
惣
を
裁
に
、
生
活
環
境
の
慾
備
、
高

速
交
通
網
の
務
備
、
上
聞
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク
の
建

設
促
進
、
袋
内
プ

1
ル
の
独
政
な
ど
、
い
っ
そ
う

の
凶
進
を
則
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
リ
ま
す
・

ぷ
ど

'u.a決
機
附
と
い
た
し
ま
し
で
も
、
今

後
さ
ら
に
創
立
L
炎
を
呪
ね
、
上
郎
市
先
日
棋
の
た

め
に
#
心
勢
h
H
る
党
析
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
品
目
憾
の
よ
り
一
郎
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

主主
£事主

沢

達

つ

そ
う
の
躍
進
を

:・
は
午
年
で
す
.
%
は
、
人
間

-
平
成
二
年

・
・
:日
と
立
志
の
か
よ
う
家
前
と
し

て
、
什
か
ら
縦
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

利

け
な
刷
物
と
い
う
わ
け
で
す
.

で
J
U
、
倣
泣
は
%
を
凡
か
け
る
こ
と
が

少
な
く
な
り
ま
し
た
・
八
万
二
千
以
|
|

こ
れ
は
、
日
本
で
飼
わ
れ
て
い
る
偽
の
枇

近
の
数
字
で
す
.
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
来
閥
均

朋
で
、
内
肱
耕
庫
内
、
ば
ん
匝
内
(
荷
を
引
か
せ

る
田
内
}
な
ど
は
少
数
派
で
す
・

人
獄
が
田
町
を
家
筑
間
と
し
て
飼
い
始
め
た

の
は
、
小
よ
り
も
辺
く
、
紀
一応
的
問
千
年

ご
ろ
と
桃
山
比
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
A
2

H
ま
で
、
巡
胤
鰍
刑
‘
内
牌
緋

mは
も
ち
ろ
ん
、

服
争
や
狩
猟
に
も
偽
は
笠
場
し
ま
す
。

-;
:・
J

と
の
-
』
う
し
れ
~
秘
桜
な
間
柄

・
馬
と
人
間

一

;

d

-一
を
反
映
し
て
、
川
内
に
つ
い
て

の
・
」
と
わ
ざ
や
川
山
中
が
以
内
川
で
す
.

『
間
内
が
い
な
な
く
と
、
犬
山
A

が
よ
く
な

る
』
と
か
.

「m
内
が
は
ね
る
と
附
に
な
る
』

と
い
う
地
域
が
あ
る
か
と
思
え
ば
、
一

H

で
は

「
雨
に
な
る
」
の
で
な
く
「
哨
れ
る
」

と
、
反
対
の
窓
味
を
言
う
地
方
も
あ
り
ま

す
。
馬
と
人
間
と
の
関
係
、
そ
の
地
域
の

気
候
条
件
な
ど
の
泌
い
に
よ
る
も
の
で
し

b
e

、「'・

「
驚
」
は
、
開
制
が
前
口
止
を
上
げ
て
、
後

ろ
足
で
立
ち
、
上
向
く
意
味
で
、
篤
い
た

と
き
、
こ
の
よ
う
な
姿
努
に
な
り
ま
す
.

「
姐
」
は
川
町
が
た
く
さ
ん
冴
り
集
ま
る
こ

と
で
、
そ
れ
が

「猟
が
し
い
』
の
意
味
に

な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
初
も
う
で
や
A
口
絡
祈
願
に

務
納
す
る
絵
馬
は
、
も
と
は
神
社
や
寺
に

馬
を
奉
納
す
る
代
わ
り
に
、
鳥
の
絵
を
書

い
た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
今
年
は
偽
力
ア
ッ
プ
し
て
大
い

に
頑
張
り
ま
す
か
、
そ
れ
と
も
馬
町
東
風

・
:
マ
イ
ペ
ー
ス
で
の
ん
び
り
い
き
ま
す
か
.

い
ず
れ
に
し
て
も
、
ウ
マ
〈
Am
り
切
ハ
リ
た

い
も
の
で
す
.
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'90年代1，1ま高速交通時代

北陸新幹線.. . 上信越道、

-
上
回

・
篠
ノ
弁
バ

イ
パ
ス

聞
の
第
十
次
道
路
盤
備
五
か
年
計
画
に
よ
り

事
業
着
手
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
準
備
容
が
作
成
さ
れ
、
ア
セ

ス
メ
ン
ト
の
評
価
と
平
行
し
、

平
成
二
年
度
に

は
都
市
計
画
朱
決
定
の
上
回
l
一戸
念
聞
が
決
定

さ
れ
る
見
通
し
と
な
り
ま
し
た
の
で
、

早
期
に

建
設
着
手
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

・
上
回
都
市
環
状
道
路

地
域
幹
線
道
路
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
よ

う
と
い
う
も
の
で
、
九
路
線
を
巡
る
総
延
長
二

十
八

・
五
キ
ロ
M
M

の
道
路
。
特
に
、
上
回
リ
サ

ー
チ
パ

i
ク
な
ど
地
織
開
発
に
閥
述
し
た
下
之

郷

l
下
之
条
聞
の
約
五
キ
ロ

幻
お
よ
び
大
農
地

区
の
約

0
・
五
キ
ロ

れ
は
、
新
設
道
路
で
す
。

・
上
回
バ

イ
パ
ス
二
期
工
区

一
昨
年
三
月
に
供
用
開
始
と
な
っ
た

一
期
工

区

(上
泡
尻
1
広
域
内
牌
遊
)
に
接
続
す
る
二
期

工
区
分
は
、
当
面
の
と
こ
ろ
広
域
内
牌
道
か
ら
国

分
間
に
つ
い
て
は
今
帯
、
制
官
況
が
開
始
に
な
る

予
定
で
す
。

-
土
地
区
画
整
理
事
業

秋
和
、

生
塚
、
常
磐
町
の
約
三
十
四
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
お
よ
ぶ
問
都
業
は
、
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
計
画
の
住
宅
開
発
地
区
に
低
値
づ
け
ら
れ
て

お
り
、
現
在
は
現
況
測
窓
の
笑
施
と
基
本
針
闘

の
作
成
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
活
力
と

ゆ
と
り
の
あ
る
級
住
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を

目
指
し
た
事
業
計
画
を
作
成
し
ま
す
。

※
よ
田
駅
周
辺
整
備
事
業
は
六

・
七
ペ
ー
ジ
を
、

仮
称
「
ヘ
ル
ス
ピ
ー
チ
上
回
」
は
八

・
九
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(4) 7 広報うえだ2.1. 



[同一ヲヤミームJI
-
上
回
リ
サ
ー
チ
パ
l
ク
印

法
川
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
問
先
計
耐
の
主

制

K
4鍛
で
あ
る

『
ト
一
凶
リ
サ
ー
チ
パ

l

-

ク
す
て
に
来

h
m
u仲
間
I
ネ
川
地
、

r

w院
制
川
し
〈
岬

f
.

上
問
女
子
初
L

入
、
民
認
バ

イ
オ
セ
ン
タ
ー
な
ど
既
冶
ぬ
殴
が
機
能

を
惜
品
川
押
し
て
い
ま
す
.
今
後
は
、
品
川

-m

釧
究
機
能
跡
地
段
、
工
震
問
地
を
は
じ
め
、

向
喰
地
減
、
住
川
地
娘
、
間
泌
沼
山
聞
を

M
M
仰
す
る
計
酬
で
す
が
、
近
〈
第
一
期

分
と
し
て
、
研
究
開
発
型
の
工
業
同
地

め
造
成
事
業
に
居
予
ず
る
予
定
で
す
.

・
東
山
開
発
構
懇

東
山
地
区
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
本

構
想
に
よ
リ
、
自
然
と
人
間
と
が
調
和

し
た
森
林
塗
聞
の
総
合
的
な
活
用
を
進

め
ま
す
.
全
体
商
品
慣
は
三
百
五
十
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
‘
泊
四
忽
は
次
の
六
つ
の
ゾ

ー
ン
を
設
定
し
、
各
ゾ

1
ン
は
①
町
市
史

の
伐
②
文
化
の
ぬ
③
鍵
山
川
の
み
④
保
健

休
後
の
み
⑤
ゴ
ル
フ
劫
⑥
い
に
し
え
の

民

(古
川
引
公
捌
}
で
す

倒
リ
サ
ー
チ
パ

l
ク

司戊
問
テ

ク
ノ
ポ
リ
ス
例
制
却
の
小
て
研
究

開
光
線
能
を
よ
リ
問
め
る
た
め

に

AMaす
る
む
の
・
小
一旅
畑
山
門

と
研
究
開
党
総
門
を
布
慢
的
に

結
び
つ
け
た
総
合
的
開
発
区
・

"¥ 

¥¥Jヘ

〆J

丸子

九

上信越自動車道

・・・ 北陸新幹線

計画道路(一部供用も含む)

既存道路( I! -
~~唱

¥、

'" .~ d向、 f 也---
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上
田
駅
周
辺
整
備

南
口
開
設
に

f
「

南
北
通
路
と
と

・

広緩うjU.!2.1. 1 【61

市
計
画
」
決
定
ヘ

会終



1 川紀へ大型プロジェクト |

北
陸
新
幹
線
に
対
応

仁
川
駅
川
辺
地
区
は
、
今
後

mL〈

す
る
紛
脱
収
地
川
泌
に
応
え
る
と
と

も
に
、
北
附
叫
判
的
W
似
の
削
叫
し

m駅
併

般
に
対
応
し
た
交
泌
述
給
出
向
能
の
強

化
を
図
る
よ
と
が
泌
叫
と
さ
れ
て
い

ま
す特

に
、
肌
市
川
地

K
は
、
子
山
川

庄
内
川
地
域
ド
お
け
る
市
街
化
の
巡
M
棋

やし
L

問
山
利
川
凶
の
出
械
化
に
あ
わ

せ
、
新
し
く
駅
市
川
を
開
放
し
、
そ

れ
に
伴
う
駅
前
広
場
、
怜
線
道
路
の

援
備
な
ど
を
図
っ
て
い
く
』」
と
が
必

裂
で
す
・

市
の
表
玄
関
で
あ
る
釈
北
口
は
、

北
天
紳
町
商
防
御
を
中
心
に
比
較
的

尚
業
集
般
の
多
い
地
区
。
低
府
で
老

桁
化
し
た
他
物
も
多
〈
、
泊
動
ラ

ノ

シ
L

時
に
は
駅
前
出
肌
唱
が
山
悦
相
慨
す
る

な
ど
の
川
雌
を
抱
え
、
七
地
別
問
、

迫
助
町
、
附
叩
山
川
品
川
悦
な
ど
か
ら
早
急
に

改
惨
す
る
こ
と
が
明
主
れ
て
い
ま
す
.

干
曲
川
左
岸
方
面
の

利
便
を
図
る

「

K
川
駅
術
刊
の
削
設
」
『
十
州
北
口

山
泌
助
刊
の
設
問
』
お
よ
び

『
駅
市
側

め
仲
線
辺
助
附
の
戦
術
」
に
つ
い
て
は
、

以
前
よ
り
地
必
仙
川
山
や
子
山
川
左
山

地
域
住
民
か
ら
幼
い
岬
克
明
が
あ
リ
.

北
限
新
幹
線
↓
川
凶
か
具
体
化
す
る
と

と
も
に
と

m駅
周
辺
の
附
先
制
M

備
は

紋
爪
提
出
題
の

一
つ
で
す
.

現
布
、
北
川
駅
前
広
州
場
に
枝
川
附
さ

れ
て
い
る
小
川
町
れ
仇
転
小
船
山
市
場
は
、

波
流
白
転
引
の
問
題
な
ど
、
駐
市
ス

ペ
ー
ス
に
文
防
止
乞
き
た
し
て
い
ま
す
・

市
U
広
場
を
附
ぷ
す
る
こ
と
に
よ
り
、

.
』
の
開
制
の
改
怖
仰
と
千
曲
川
以
内
州
地

滅

lnぷ
聞
の
削
刊
別
行
の
削
刊
紙
を
阿
る
ニ

と
が
で
与
ま
す

駅
連
絡
受
通
ガ

ス
ム
ー
ズ
に

ま
た
、
北
陸
新
幹
線
上

m駅
の
開

設
に
よ
り
、
駅
利
用
者
の
増
加
が
予

怒
さ
れ
、
北
口
駅
前
広
場
だ
け
で
対

応
し
て
い
る
割
引
在
の
駅
関
連
絡
設
の

匁
瓜
し
が
必
要
で
す
そ
こ
で
、
駅

前
日
広
場
、
市
北
自
由
通
路
、
怜
線

道
路
を
税
制
-F
る
ニ
と
に
よ
り
、
駅

泌
総
崎
町
能
を
分
川
刊
す
る
場
』
と
が
で
与
、

ス
ム
ー
ズ
な
駅
述
絡
官
民
泌
が
硲
保
さ

れ
ま
す

市
で
は
、
ま
ず
地
元
関
係
者
を
は

じ
め
、
凶

・

μ
・
J
R
な
ど
と
の
協

開
械
を
被
え
た
L
し
で
、
ヂ
成
二
年
三
月

米
に
は

m巾
J
州
決
定
に
持
っ
て
い

忌
た
い
巧
え
て
寸
.
ふ
た
.
w
叩
定
化

に
つ
い
て
は
、
平
成
二
年
依
よ
リ
で

き
る
品
川
か
ら
お
し
す
る
予
定
で
す
，

1. 1 広緩うえだ2.(7) 



、

の場に

り

い

千曲川と一体化し、公図的施設としての機能ももっ

室内プール(完成予想図)。年間を通して、あらゆる世

代の人たちが利用できる

ブール〉

市
が
計
闘
を
進
め
て
い
る
「
ヘ
ル

ス
ピ
ー
チ
上
回
」
(
似
称
)
め
必
本
設

計
が
、
こ
の
ほ
ど
、
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
地
設
は
、
市
制
七
十
周
年
記

念
事
業
と
し
て
帥
他
殺
す
る
む
の
で
あ

り
、
長
期
総
本
計
阿
の
中
に
も
定
め

ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。
年
間
を
通

し
て
織
の
気
分
が
満
艇
で
き
、
子
ど

も
か
ら
鮒
入
、
お
年
寄
り
ま
で
が
ん
汎

般
に
利
問
で
き
る
梅
設
と
し
ま
す
。

問
施
設
一
併
に
は
、
巡
動
広
場
、
税

水
公
闘
も
併
殺
、
う
る
お
い
の
め
る

帥
階
段
的
な
ゾ
!
ン
に
し
て
い
き
ま
す
。

平
成
三
年
秋

完
成
目
指
す

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
泣
り

ご

部

鉄
骨
巡
り
)
の
こ
の
地
設
は
、
地
上

二
階
、
地
下
一
階
で
延
べ

一向
縦
約
七

千
五
行
平
方
M
M
。
形
状
は
尉
形
で
半

筒
形
、
波
と
良
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た

も
の
で
、
千
曲
川
品
川
流
に
沿
っ
た
上

段
尻
中
之
山
地
絡
に
処
設
さ
れ
ま
す
。

周
聞
は
野
鳥
が
多
く
脱
線
M

さ
れ
る
好

泌
地
。

市
で
は
、
平
成
二
年
皮
に
新
工
し
、

間
三
年
秋
め
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

総
工
伐
は
約
二
十
三
億
円
。

人
工
波
のプ

l
Y
な
ど

(81 7 1. 広報うえだ2.



13一人三主ナロジェクI

健康づ

帯創刊周毎Ii!念11-

ふれあ

25-"-~ Iレ
プール

1階平商図

〈室内

市
民
が
採
し
め
る
泌
』
に
れ
取

し
人
的
水
泌
総
を
も
っ
池
波
{
人
γ
ぃ波
)

プ
1
ル
は
、
プ
ー
ル
全
体
が
弧
念
品

会
広
が
る
た
め
、
仙
波
維
な
械
の
変
化

が
A
H
A

し
め
よ
す
.
二
十
・
h
H川フ
l
ル

は、

世小
川
悼
力
三
H
川
ま
で
劇
的
で
会
ゐ

山
動
可
動
け
怖
を
は

m・
鋭
泳
は
む
む

ろ
ん
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド

・
ス
イ

ミ
ン
グ
、
ス
キ

A
l
パ
な
ど
叫
広
〈

利
川
で
さ
ま
す
.
ま
た
、

水
小
を
附

2階平面図

耐
か
ら
似
・
訴
す
る
ニ
と
も
で
き
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、

じ
卜
灯
と
凶
ト
幻
の

ス
ラ
イ
ダ
ー
フ
|
ル
、
流
れ
に
巡
ら

う
ジ
A

ツ
ト
ス
ト
リ
ー
今

l
ル、

淡
流
卜
リ
ブ
ー
ル
‘
ち
ひ
勺
ニ
ブ
ー

ル
な
ど
V
わ
り
、
か
弘
唱
・
』
ぽ
'
U
H
』屯
h

d
l'

4

1

6

4

1

1

1

4
J
L
 

川
と
な
っ
て
い

t
J
"

て
卜
・h
M

/
|
ル
に
は
、
オ
ゾ
ン

印
化
u
k
m
合
内
人
。
ほ
川
巾
ほ
の
よ
い

き
れ
い
な
水
会
保
つ
・
』
と
が
で
、
ま

健
康
づ
く
り
に

う
っ
て
つ
け

進
波
プ
ー
ル
の
隣
り
に
は
、
法
亦

外
線
を
削
刊
用
し
た
日
光
浴
の
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
。
自
然
光
も
取
り
入
れ
ら

れ
、
冬
で
も
快
漉
で
す
。
夏
は
、
外

に
ぷ
抗
し
た
サ
ン
デ
ッ
キ
で
リ
ラ
ヮ

ク
ス
で
き
ま
す
・

一
打
、
て
附
の
け
剛
山
凶
慨
に
は
、
プ

ー
ル
以
外
的
作
州
地
ぷ
を
川
流
・
ク

ア

J
l
寸
ー
も
そ
の

一
つ
で
.日山仲山

桝川や・
3
た
佐
川
刷
な
ど
が
利
川
で
A
U
ま

ナ
。
，
ク

γ
。
と
は

J
前
山
獄
、
似
猿
』

の
ぶ
で
、
山
州
後
川判
別
出
と
い
j
よ
り
む
‘

ス
ト
レ
ス
金
制
刷出川
し
、
-
糾
%
に
か
か

ら
な
い
、

t
い
う
M
m
M
似
的
な
の
以
川
叫
ん
H

い
か
あ
り
ま
す
.
ー
さ
ド
ク
ア
コ
ー

ナ
ー
は
、
こ
う
し
た
ス
ト
レ
ス
解
消

や
舵
政
づ
く
リ
に
は
も
っ
て
こ
い
で

す
.
ま
た
、

同
総
設
は
大
公
織
、
世
爪

浴
、
日
光
浴
の
『
位
脱
三
浴
」
を
満

た
す
州
場
と
し
て
む
注

U
さ
れ
ま
す
・

そ
の
ほ
か
に
.
品
保
出
同
夜
、
体
力
測

定
線
路
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
協
な
ど

を
備
え
た
他
山
づ
く
リ
・
問
、
休
川
邸
前
、

レ
ス
ト
-
Y
/
な
ど
が
あ
リ
去
す
・

「
ふ
れ
あ
い
」
の

場
と
し
て

過
休
二
日
制
の
え

γ

引
な
ど
に
よ
り

余
暇
附
聞
が

m-之
、
わ
た
し
た
ち
の

行
動
も
労
働
優
先
か
ら
余
暇
ぼ
先
へ

と
変
化
し
つ
つ
あ
リ
ま
す
.
そ
し
て
、

高
鈴
化
社
会
の
到
来
、
若
年
同
附
の
体

力
低
下
、
家
庭
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
か
ら
、
健
康
吻
進
、
健
康
づ
く
リ
、

人
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
に
対
す
る
関

心
が
必
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
う
し
た
中
で
、
四
季
を
泊
し
て
、

子
ど
も
か
ら
わ
ね
年
寄
り
ま
で
幅
広
く

利
川
で
き
る
総
訟
が
ニ
の

『
ヘ
ル
ス

ピ
ー
チ

k
m」
{
似
臥
ど
で
す
帥
関
山

m巡
は
も
ら
ろ
ん
、
後
桜
、
え
人
.

仲
間
ど
う
し
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l
シ

ー

ン
を
深
め
る
州
場
と
し
て
.
大
い
に
利

川
で
る
ま
十
.

広緩うえ~2. 1. 1 

な
お
、
ブ

1
ル
の
愛
林
は
、
跡
内
日

「
広
減
」
な
ど
で
一
一
前
公
引
が
す
る

F

定
で
す
.

【9]



』

F
晴
れ
や
か

l
新
成
人
。
約
千
二
百
人
が

大
人
の
仲
間
入
り
(
市
民
会
館
前
)

4
司凶
械
軸
岬
公
図
書
黒
掴
聞
に
盤
鎗
し
た
『
二
の
丸

通
り
」
散
策
道

一
九
八
九
年
。
元
号
も
早
成
に
忍
ま
り
、
皆
さ
ん
に
と

っ
て
こ
の
一
年
は
ど
ん
な
年
だ
っ
疋
で
写
力
。
市
内
で
は
、

市
制
七
十
周
年
配
念
・
集
ガ
盛
大
巳
行
わ
れ
玖
レ
足
。
広

報
で
は
、
市
制
の
動
ぎ
を
中
山
巴
昨
年
一
年
間
を
銀
り
返

っ
て
み
ま
し
だ
。
(
七
十
周
年
配
愈
軍
事
鎮
の
も
ょ
う
は
、
三

月
発
行
予
定
の
「
市
民
グ
ラ
フ
」
で
紹
介
し
ま
す
)

古
川
制
七
十
周
年
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
レ
ー

ド
。
上
田
真
田
ま
つ
り
も
向
臨
時
に
行
わ
れ
、

お
お
ぜ
い
の
市
民
で
に
g
e
わ
っ
た

ー
月
マ
成
人
式
@

マ
消
防
山
初
め
式

2
月
マ
川
氏
俗
ぷ
能
人
会

3
月
マ
上
灯
油
問
自
動
車
道
L
L
m
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
的
中
心
く
い
打
ち
式

マ
歴
史
の

欲
歩
道
(
上
回
世
向
田
哨
沿
い
、
市
役
所
米
側
、

こ
の
九
泊
リ
}
完
成
@

4
月

マ

地

区

別

『
市
h
k
と
知
る
会
'
川
町
、
ト

A

ハ
会
初
、
六
月
三
で
マ
山
側
じ

l
川

年
必
念
品
引
業
始
ま
る

{十

一
川
よ
で
)
@

マ
L
L
m
必
回
ま
つ
リ
マ
ド
州
地
区
の
内
刷

業
集
活
排
水
市
V
業
完
成

5
月

マ

流

鍋
L
V

の
ム
泌
氏
マ
市
川
じ

l
同
年

川
仙
念
川
和
例
代
巾

6
月

マ

1
・
い
山
崎
山
口
叫
市
泊
の
松
川
川
山
川
品
川
阿

山
山
M
M

仇小
@

マM

仙
波
肘
山
小
川
刊
州
N
d
A
H

ア
月
マ
部
偽
記
別
を
な
く
す
山
民
大
行
動

マ
k
m
わ
っ
し
ょ
い

8
月
マ
人
化
火
大
会
マ
川
州
小
、
北
凶
似
合

な
ど
縦
火
@

マ
仁
川
地

H
に
集
中
mw
刷、

(10] 1. 1 広緩うえだ2.

柚
提
示
に
よ
り
、
上
信
帥
岨
道
の
建
晶
訟
が
よ

り
具
体
的
に

会娩した北校合。 2虫学織は仮校舎で授集開始



@ 

色鮮やかなケイトウ、マリーゴールドなど丹念に織える

北小児貧。永野市長も多方自して

「七
十
歳
」
の
上
田
市
を
祝
っ
た
記
念

式
典
。
飛
躍
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に

地
下
道
の
壁
画
制
作
tこ

‘ 昼取" .り，Fa，組

む
!尼
貧

夢
カず

自膨
む

.. 

h

什
地
で
紋
山
川
口

マ
北
小
小
牧
砂
辺
に
フ
ラ

η
i
ロ
l
ド
完
成
@

9
月

マ

i
m
.内
H
H

川
を
小
心
γ
地
以
総
介
助
災

A
h叩

マ
l
川
バ
イ
パ
ス
仙
州
地
ト
辺
の

町
内
む
成
式

h
か
刈

@

マ
ア
ー
ト

ウ
エ
ス
テ
f
パ
ル
的

マ
ウ
オ
|
キ
ン
グ

・

イ
ベ
シ
ト
，
l
h
州
の
鎌
什
か
ら
牛
深

・
鎌

什
ま
で
も

マ
城
跡
公
附
と
中
央
向
山
耐

を
結
い

一
ア
l
ト
ロ
ー
ド

t

完
成
。

叩
用

マ
ハ
l
ワ
マ
巧
ソ
討
し人
公

マ
W
・7
x

だ
入
山
川
ん
1

L

ア

マ
|
小
桝
仁
公
他
人

A
H

マ
川

H

刊日
航
悩
総
カ
J

〉
ピ
&
|
タ
化

竹
用

マ
市
川
刷
ぬ
い
れ
じ
い
'
川
年
U
叫
んゅ
よ
山
卵、
@

マ
い
州
ニ
ュ

l
メ
デ

f
ア
鋭
的
@

マ
し

m市
婦
人
問
題
市
民
の
つ
ど
い

マ
ゃ
っ

太
郎
ま
つ
リ
@

マ
脱
ス

パ
イ
ク
タ
イ
ヤ

推
進
市
民
会
決

上回、岡谷両市を通信衛星で鎗び、同時

進行で会機が進んだ

獲
し
い
散
歩
道
が
完
成
。
あ
な
た
も
い
か
が

(市
役
所
前
に
股
置
さ
れ
た
野
外
彫
刻
)

4

司
七
十
周
年
記
念
事
業
の
最
後
を
飾
る
ビ

ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
。

戦
国
ラ
リ
ー
で
は
、
=
一

+チ
l
ム
が
太
郎
山
一
番
乗
り
に
挑
戦

広緩うえ~2. 1. 1 --Ea 

a
q
E
'
 

a句
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-E
・・



rキス

すf
がJ
B字
本
ツ

ク

パ
ス
ケ
ヴ
ト
ポ

l
ル
日
本
リ
l
グ
上
川

大
会
が
ト
ニ
バ

4
日
、
山
H

然
巡
動
公
川
間
総

へHH
体
行
阪
で
山
川
附
さ
れ
、

日
本
官
公
刈
共

同
行
仙
川
{
女
子
)
.
山
恥
H

乙
刈
N
K
K
山

f
)

な
ど
三
以
へ
H

が
行
わ
れ
よ
し
た
.
約，，

F

人
的
制
院
中
作
は
、

一
流
逃
予
の
ス
ピ
ー
ド
と

H

伐
に
満
足
し
た
惜

f
で
し
た
。

111oil'行われた数々のイベン 卜を約20枚の写真で

紺介した rrlin，il70J.'J年記念・作業写真展」が、 12刀

15日から25fIまでdif淀川r1附ロビーで開催されま

した.次の会土砂 CもIJlHU'しますo T-上回創造鐙

1月 4日......1513 T-中央公民館 1月18日......2813

111111111・111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111IIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIUIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIII
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落合選手
文化I，~， ili{会が12 1 1 9 11、文化会航人・ホ

ールでlillかれま したo 1I1抑制よ、 ミ引it泌よi必t1巨iを

3 J良立:~微怯 l!ゆ}しているフプ"ロリ山If'J;R'1い'1けlドラコゴ，ン

ズの'i"i仇.為為tf介，、干FれI.IJ川1

と足姐uして、 '1'日に移絡した11与のエピソー

ドなどをユーモアを交じえてE1tリました.

ユーモア交じえ

市
制
初
周
年
事
業
の
写
真
展

創
造
館
な
ど
で
も
開
催
予
定

(12) 



おじいちゃん教えて

「税rしめ揃づくり教被」が12月17目、

中央公民館でIJ~Jかれました。桃子i必れの

参加者約50人は、わらの文化以y兵の会5

人にチ・とり~とり教えてもらいながら 、
L 拘

ごぼう tti!li、のれんtti単などのしめ織を

イ乍りました.

うれレい貸与式

首噂犬貸与式が12月 8日、市役所で行

われました。'愛犬「ビクセン」といっし

ょに米庁した大j，f;労校さん (46、北常倒 )

は 、 すでに .f11l:欽 ~LI リ，t で 1 か月 IB10訓練を

終了させ、この[，1L:tJk肝 市民から貸与・通

知It!Jを受け取りました。大泌さんは「こ

れからは行動範聞が叫がるので、とても

うれしい」と踏っていました。

111111111111111111111111111111111111111 

汗 マ 図 マ 会 マ
館 .m松 編 匿
へ 名 田 原 祉 名

11骨量豊 恭
λ，11.. 彦 金六
千点 検 桜子
図字(立二
件図松金百
四 円 本 と 四
1時館市し十

へ)て六
点円
'j: 点
阻字 社

つ
い
ラ
ヲ
か
り
が

大

eh噂
火
災

養

護

愛
護

震

震
養

護
委

i 
議

震

4与ひ
昭和28年の

旧神科村

A
昭
和
四
年
の
神
科
村
役
場

4

『
現
在
は
「
神
創
刊
村
役
場
祉
」

け
が
残
っ
て
い
る

の
碑
だ

明
一
W

提供者

川上貞雄さん

(69態・染屋)

ーニよ託宣ー

「
集
団
赤
痢
」
と

「
い
も
ち
病
」
が
大
発
生

ね
は
、
明
和
ニ
卜
五
年
に
紳
M

竹
村

役
場
に
脱
職
。
以
来
、
約
三
卜
年
山

役
所
勤
め
を
し
ま
し
た
が
、
昭
和
二

十
八
年
は
一

帯
印
象
に
織
る
年
に
な

り
ま
し
た
。
(
旧
仲
糾
村
の
上
聞
市

A
口
併
は
昭
和
三
十
二
年
)

そ
れ
は
、
二
十
八
年
の
互
に
村
内

で
集
団
赤
痢
が
発
生
し
た
こ
と
。

出
叫

寸

者
は
百
六
十
四
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

私
は
毎
日
、
白
い
服
を
活
て
赤
痢
患

者
の
で
た
家
を
消
毒
し
て
回
り
ま
し

た
。
原
因
は
、
消
零
し
て
な
い
水
道

の
水
を
飲
料
水
に
利
用
し
て
い
た
か

ら
で
す
.
以
後
、
滅
磁
し
た
水
を
給

水
す
る
簡
易
水
道
が
普
及
し
ま
し
た
。

次
ば
、
水
稲
に
「
い
も
ち
痢
』
が

大
発
生
し
、
稲
が
ほ
と
ん
ど
尖
ら
な

か
っ
た
こ
と
.
ね
の
家
は
、
日
向
坪
で

一
依
し
か
と
れ
ま
せ
ん
で
し
た
・
役

場
仰
に
は
「
神
科
村
凶
作
対
策
本
部
』

の
看
板

(
R写
真
上

)
が
越
て
ら
れ

ま
し
た
・
今
の
よ
う
に
、
他
に
収
入

の
な
い
時
代
で
し
た
の
で
、
内
蹴
家
に

と
っ
て
は
大
打
懇
で
し
た
。
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市
役
所
の
代
表
電
話

r
(幻
)
4
1
0
0

成
人
式
へ
ど
う
ぞ

山
で
は
、
平
成
二
年
的
成
人
式
合

次
に
よ
り
行
い
ま
す
.

成
人
式
成
勺
者

u.
昭
如
刊
間
十
州

年
四
川
二
日
か
ら
間
間
十
五
年
間
内

一
一
回
ま
で
に
生
ま
れ
た
皆
さ
ん
で
す
.

成
人
式
の
案
内
は
、
十
二
月
一
日
現

紅
、
住
民
立
討
の
あ
る
人
と
、
市
外

的
住
払
れ
で
山
怖
を
叫
叩
叫
凡
さ
れ
た
人
に

お
込
リ
し
ま
し
た
.

マ
と

8

一
月
十
五

u
m
{成
人

の
U
)
午
後
.
時
闘
将

・
a

時
三

1

分
削
減

マ
と
ニ
ろ

市
民
会
館

マ
内
容
抑
制
岬

y
ト
-F
ク
J

J

J

、

m・
Fm岡
田
悦
釘
式
典

マ
お
願

、一

内μ
ぃ、h守
J
H
Z
F
凶
川

1
3
l
'
S
ト
ド

L

内
H
U
J
d
リ

4h'"川

M
r
i
f
t
a
a句、
1
1

・7
ニ
仙
剛
山
川
く
だ
さ
い
②
制
小
川
が

狭
い
た
め
、
市
で
の
山
ω
山
叩
川
崎
・
方

J

胤山肌

く
た
さ
い

-
問
い
合
わ
せ

'a
吻
，
の
品
内
4

-
H
少
年
保
(
内
線

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

ご

協

力

を

仰
牌
林
水
必
併
で
は
、

二
川
一

u現

孔
で

AaM
一
行
に
秋
以
内
川
林
ぷ
セ
ン

サ
ス
を
災
ぬ
し
ょ
す
。

一
月
ド
旬
よ
り
、

川州点目

μ
が
、
農

林
泉
を
品
叫
ん
で
い
る
砕
き
ん
の
わ
ね
ん
也

(・
ゆ
務
刈
)へ

お
伺
い
し
£
す
の
で
.

J
協
力
〈
戸
旬
、
ぃ

澗
伐
の
化
以

U
、
川
川
や
地

u
n治

体
を
は
し
め
、
市
作ゎ
H
川川
で
州
H
U
仲
殺
の

ぬ
い
成
維
進
や
同
際
比
械
な
ど
を
行
っ

て
い
く
た
め
の
い〈
切
な
資
料
と
し
て

仏
〈
利
川
さ
れ
ま
す
岡

マ
問
い
合
わ
せ

A
f

州
剛仲

{内
線
1

2
2
5』

園
中
国
帰
国
者
へ
の

圃

媛

護
に
ご
協
力
を

刷
で
は
、
山
中
削
か
ら
の

M
M品
引
が

一
日
'
U
H十
〈
日
本
の
け
ん
五
パ
l
M
に
慣

れ、

'H
・
仏
で
さ
る
よ
・
ヮ
ド
・
吾
、
出
M
q
U

4t
派
泣
j
る
w巾
仲
却
を
一
げ
ウ
て
い

t
r・

-
』
の
小
震
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

か
た
は
社
会
深
ま
で
ご
泌
絡
く
だ
さ

マ
内
容

中
凶
か
ら
の
掛
川
島
引
に

d
h山
の
伝
助
や
ル
ι
'泊
綱
引
慣
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行

っ
て

い
た
だ
き
ま
す

マ

要
件

中
国
弘
聞
が
尽
解
で
き
、
泊
択

が
で
き
る
人
・
中
国
帰
国
者
の
援
護

に
唆
解
と
熱
窓
が
あ
る
人
@
マ
問
い

合
わ
せ

社
会
諒
{
内
線

1
6
2
3
)

側
テ
レ
コ
ム
・ユー

従
員
を
募
集

マ
募
集
職
種
と
条
件

①
シ
ス
テ

ム
エ

J

J

ニ
ア

・
プ
ロ
グ

y
マ

1
1

人
マ

一山
吋
川
ザ
仙
H
A
f
山
む
}
今
年
京

-一

川
本
丸
，

r山
ぬ
れ
合
む

}
l
p
人
て
.

シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア

・
プ
ロ
グ
ラ

マ
ー
の
紙
験
が
あ
る
お
お
む
ね
三
十

必
ぐ
ら
い
ま
で
の
人
ま
た
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
に
附
す
る
知
恥
が
あ
る
お
い
ね

む
ね
ト
九
政
ぐ
・
り
い
ま
で
の
人
③

~ー 募夏 一日五こる 務 鮫 ι，¥ lr版八ぞ縫ユ子符'
1 先 期回 t分Jl 、条 教二芸品 J，}~月五日 iL 未 l 定~
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7側 386 、次回 lr-bVJ Jj・①験 日 < l'トI比 ら名人 |刈 v大
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1 コ市年休日 II.}川二 11 按 マ ぃ{L.f:交ト 応募 匁lた本
~ 大始暇、 l' U 開会 賦 あ成ー 募集 品人.1~

字 体 ";;_j二五午(社 マ験 て制日 方人 がで(

詰暇苦哲穴央会選草芸員民括管法員 2三百
五 マ !:~@時、に ・ 験 i込明王ーそ三ン半
三 応 可月休 1・トよ 動 一 回 か、へ月 fl-1・ヒ 1た

.. 旬、-、，問、-"、--、，円.-、例、川、，胸、--、，側、，問、... 旬、;刷、川、....... ・回、，、-、d戸、-"、，個、，問、川崎、岬島、.... 刷、，・句、-、_..、.川崎、“-、... 旬、川、，刷、.. 、a問、.....戸、，問、，向、~- 、.. 、

へ E 七入り・さ ママ 必た 次庖 @ マキ11分き くは悦二総
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心係台~ tLる の込 どの 内 よ i瓜 H 生 2 い くりておさで燥ま申入
ボ (二 〒 所か 他織 で δ 容 リ fuk 涯 3 合 だに初・ぃ~ ~処で告'þ-

ごす三l?よzd限 f坦教 E差益 受学 12tf、今2.2業主 民主
無 4 六 01 名、し一八硬~し)で 講習 渇のは け ・おっーの

1f 
科 2 来ト 1:1い JJ~、とての問生講 ヒ 合申'，1 にて月か

91議官ぎた下官官設 2Z生 を座 2 22思 Cif2Eお
:K 同訴に ，'~ ー リ日をす受 i産 募の 初 公も鋭 お fすか消

た必サ泌を U ま歌深.o/t学 集 将 終あが iliる ら 'n
1 岡市~ 使命 制す、め '1;. i匂 ( に 1) ぬ まか消四鋭
ム 8;71 .1己m:~抑 制るを;晶 霊堂 ご、入せた 'lt月の

あなたから

rmiスノ守イク」

みんなで雷か8と清掃告

，Iiで{立、ス;，イクタイ・ヤのピンlli.

与機会無・料で.JjIr l l (、、ます.

!>生活環境奴{内線1389)

お
忘
れ
な
く
/

消
費
税
の
確
定
申
告
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-一日
川
市
}

璽
説
耕一一一

メ滞
納
…ム

百回ぜき ・ジフテリア ・破 傷 風

・三種混合予防接種
c>対象 ( 1 JUl) <DII{{羽]62年 7tlからloi1l2Hま

でに生まれた幼児O"({f1l62年 6JJ 3011以前に生ま

I L た幼児で、..I~~安川の人(ただし、 4品交ぷi削j)

( 2 JUJ)③1I({f116lfl、1JIから10;J6 JJまでに生まれ

た幼児で、 UUIが出んでいる人②U{{f[160'I1;.12 J J 

31 fI以前にやまれた幼児で、 2WIが消んでいな

い人(ただし、 5i.¥t 6かn... とi持) c>接種内容・

注調惨事項 (11Ul) 3-8巡1I11の間隔で 31ill按磁

( 3週間に渦たなか 3た り、 8;!'JIIIIを結えた劫合、

彼柑はできませんので ζtl::O":ください ). (2 Jtll) 

1 WI終了後、 12-18かJI以内に 1凶後利(ただし、

1 WI を 2 回以 H~Hl.l'iみてないと 2 矧11.受:けられ

ません.また、 2似の筏fi{.(1.1 Wlを終えてから正

僚に12か月を過5ないと娘柑できませんのてこ注

.0"，くださいL 誕百みおぜl ん予除の.，・1.:~妥柿 ljîí後の

t'Eふ'JOiiがあリまじ P接種時問 弁会ぬと L午

後 1時30分ー(0;12"年30分 c>持ち幼 時(.他/，民子

絵、問診察 (1.から『・ん子帳めゆにあリ主寸 .会織

にもnI.u:)、正.11鉱

上手に使おう110醤
- 1月10日は rll0番の日 J -

~ I通報のポイ ント](緊急叫件 事故)

①何があったのか@いつあったか③どこ :

であったか 4犯人はどうやって、どちらへ:
※接種時聞は、いずれも午後l時30分から2時30分まで。

逃げたか 5穫のナンバ一、犯人の数、人相、; ※駐車場が狭いため、事でのおでか刊なるべくご遺a
i 特徴 ・・…・;く だ さ い。
，側、戸、.岡、.... 旬、J句、d崎、-、鋼、_........ 円凶【山田}問、，剛、.曲、岡、，側、，曲、，向、-旬、目、J旬、戸、r、，‘.-円ザ伸、回門.-、.... 、 同 -、崎、--、J崎、，側、.-..-・-、_-崎、岡、

fヒ マ ，マ う マ ‘マ ご十しミレ {本 ω代 料 --1立デ、JI.分 (111 )-] 
n~ 一 過 -=- 1 -=- ~.!:! 一 民ーまニビ県 防 fjヵ・ >)IJ li -rh 向かコト マ

史2了ttL 1 22L空七455d活空へ)草よ2マ変えよ昔話
デ + ク 八 火 - :.1:. 日 さ十時」 、エ予 知内受 マ JII 忠 対 キ叫て榊
l五 . 8.f'?自 の 制 い 五 1111会ご次 ミ譲 棉議 申 {中所 . (ー:時ま一

日 ( 闘の漏 l 分 Iまテ(rの ニ し 1 科 し 怖級に ・ 2品ト(111主}]

i:zi汁11??klt?Fzj話会5212パ23i
日 数 --1ょ準ら 分tL州か内 をり }去一 一，(1山 会 六時 ω
11. 急火の ι始 I1明らて 百 放 令書S11 リ マ 般 民 ゲ 治 時日今、

ごき? 2 毛布譲渡手 映 L27芸22:岱平手三

ナ
イ
タ
ー
ス
キ
l
教
宅

受
誕
生
を
募
集

.‘日
ー喝畠 ~ • 治 区•• 2. 3・

! ...!! (T飼置町.u曹・鹿島・

1----~IJ・.ISII・掃・時
上回前俺偉宅::.-?・・ 宮

3 • 
町."が丘・鋪a'絡が丘

{市役所剛斤奮2階} 月 月 月 ;t:'.が丘碕・峨地}
n 13 自

自 日 目
IIIJt崎区 (U鞘・上也氏・下塩尻}

止 ~ l壷
三緑町書館 ..下旭区

トーーーー・

上野が丘公使館 神科・ 量.・区

一一
川辺町舎館

偏2月日5 t2月日k2 0 ， ω 月1日S 3 

)11辺・車図旭区

. 
11:回母子繊.'¥!ン?- 楓闘 地区

一 一
lI(・均区{儲入・蝿町・よ常国・

中禽a.下常国，;t:常国・
2 ' "本町・調官入}よ国市保健t!ン?- I! 月 月

(1軒ttJ阿南斤書2PI) 26 21 t・ 摘・2・II!:(陶束縛町・咽平・:It天

日 日 自 縛町・松尾町.t.I鹿町・

M酎 場.
本町・末広町・大手町}

ー

縛川亀区公民館 持 JII ・区

|中 央 制 畑 町 聾 野 町 側

3竜町・型5・町・国町・丸

2 ‘町・車町・;t;来事}
上国lIIP健司:::;ター

月 月 月 ~t..1i[ (よ)11.繍町・ τIIIIfゆ
(市役所司斤・2陪}

30 23 22 町 .t宕町・土館.歯町・
日 日 日

Ilt. tI '" 
.;tI町・よ房山・T!II山・

明町・・6図・土ua町}

一JII箇社会禍祉t:ンター 川嘗亀区

4 
よlIlilif事飽センター m・・11尻・線下・神"・鳳..)11辺・康岡地区

(予備 自}
ω 12 

上田市i畢鎚センター
4 

(干 ・ 自} t3 
lI(銅・剛.'中央・北蝿・温回・神I11・I11百地区
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